	わくわく理科
	観点別特色一覧表
	

	１ 理科の目標
	
	

	観点
	啓林館の特色
	具体例

	１．検定基準に基づき，教育基本法に示された「教育の目標」に一致した編集が行われているか。
	■真理を求める態度等

・各学年とも，幅広い知識と教養を身に付け，真理を求める態度を養うために，効果的な資料を充実し，論理的で丁寧な記述を行いました。
	●3年巻頭-p.3　「しぜんを見つめる」をテーマに，ノコギリクワガタの興味深い資料を掲載し，科学的な視点で注意深く観察することを促しました。

●各学年とも，結論部分をあいまいにすることなく，学習の流れを本文で丁寧に記述しました。

	
	■勤労を重んずる態度等（働くことの意義の理解）

・「理科から仕事へ」では，理科系分野で活躍中の（活躍した）人物を紹介し，理科の有用性と働くことの素晴らしさを伝えて，理科を活かした職業への憧れを感じ，キャリア教育にもつなげることができるようにしました。
	●3年p.54-55 今森光彦氏，4年p.50-51 大平貴之氏，5年p.46-47 河合薫氏，6年p.60-61 レイチェル・カーソン氏
●5年表紙 野口英世氏，6年表紙 レイチェル・カーソン氏

	
	■自他の敬愛と協力，公共の精神等（公徳心の育成）

・「自由研究」の中で，発表時の話し方，聞き方を扱い，相手の立場にたって振る舞うことの重要性を紹介しました。
・「みんなで使う理科室」では，安全に直結する大切なルールとして，理科室で守るべききまりを掲載しました。
※男女の平等ほか，人権の尊重については，「６ 今日的課題への対応」－「４．道徳教育，国際理解教育」の項をご参照ください。
	●3年p.53，4年p.49，5年p.43，6年p.57「自由研究」発表場面
●4年p.90，6年p.62「みんなで使う理科室」理科室のきまり

	
	■生命を尊び自然を大切にする態度等

・生命の誕生に関する学習では，貴重な写真資料や優しい絵柄の模式図，興味深い読物資料などを通して，生命の神秘とあたたかさを感じられるようにしました。

・生物や自然にかかわる豊富な資料を紹介し，自然の多様性と豊かさに目を向けるようにしました。

※環境の保全については，「６ 今日的課題への対応」－「１．環境教育（ESD：持続可能な開発のための教育）」の項をご参照ください。
	●5年「2.メダカのたんじょう」「9.ヒトのたんじょう」
●3年p.138-143「生き物しりょう集」，4年p.8-9「春の自然」，5年p.28-29「池や川で見られる小さな生物」，6年巻頭-p.5「命のつながりをみる」　など

	
	■伝統と文化の尊重等

・「理科の広場」「チャレンジ」などで，昔から受け継がれている生活の知恵や工夫，文化などを紹介しました。

・「地域資料集」で，自分の住む地域や全国の自然や人々の生活に関する話題を豊富に取り上げ，郷土と我が国を愛する心を育むようにしました。
	●5年p.62-63「いろいろな観天望気」，p.136-137「雨・風・雪と向き合う地いきのちえ」，p.143「舟の形が水害を防ぐ」，6年p.87「月に親しむくらし（与謝蕪村の俳句）」，p.112「歴史に残された地しん（稲むらの火）」　など
●5年p.132-151，6年p.152-169「地域資料集」

	２．学習指導要領の改訂の趣旨が，適切に反映されているか。
	■科学的な思考力・判断力・表現力を育成する観点から，観察・実験の結果を整理し考察する過程を丁寧に扱い，科学的な用語を使用して考えたり説明したりする学習活動を充実しました。
	●6年「5.水よう液の性質」　実験の結果を，写真や表で丁寧に整理するとともに，結果から考察し，結論を導く過程を，順を追ってわかりやすく扱いました。

	
	■科学を学ぶことの意義や有用性の実感及び科学への関心を高める観点から，日常生活や社会との関連を幅広く取り上げました。
	●各学年「理科から仕事へ」　各学年の学習内容とかかわりが深い仕事について，今まさに活躍中の人物を主に紹介し，子どものころのエピソードや児童へのメッセージも紹介することで，児童にとって身近で興味深く感じられるようにしました。
●各学年「理科の広場」　「歴史・世界・生活・最新・生命」の5つのインデックスを設けて，学習内容に関連する有意義な話題を紹介しました。

	３．児童の発達段階に合わせて，理科の各学年の目標と内容が適切に扱われているか。
	■各学年の児童の発達段階に合わせて，問題解決学習を進めることができるようにして，「比較」「関係付け」「条件制御」「推論」といった能力が身に付くように配慮しました。
	●3年「9.ものと重さ」　身の回りのものの重さ比べから導入し，てんびんやはかりによる比較へと進んで，科学的な視点を無理なく育てるようにしました。
●4年「2.電気のはたらき」　乾電池のつなぎ方の実験結果を表にまとめ，電流の強さとの関係を見出すことができるようにしました。
●5年「1.植物の発芽と成長」　発芽の条件を整理するだけでなく，条件を制御するときの留意点も考え，レポートにまとめられるようにしました。
●6年「7.大地のつくりと変化」　直接観察が難しい大地のでき方についても，モデル実験や豊富な資料を総合して，推論できるようにしました。

	２ 創意工夫
	
	

	観点
	啓林館の特色
	具体例

	１．主体的な問題解決学習から，思考力・判断力・表現力を養うように工夫されているか。
	■結果と考察の明示，丁寧な本文記述

・混同しがちな「観察・実験の結果」と「その結果からわかること」を区別できるように，観察・実験時の観点の投げかけと，観察・実験後の確認の場面で，それぞれロゴを設けて，具体的にわかりやすく明示しました。
・本文では，結果から考察への流れを，丁寧な文章できちんと記述しました。
	●3年p.43以降の各観察・実験

●6年「5.水よう液の性質」　など

	　
	■問題解決能力の育成
・ポイントとなる「予想・計画」「考察」の場面では，話し合いマークを設け，具体的な発問も示しました。
・5・6年の最初の単元では，さらに，課題設定から始まる問題解決の流れ全体を，「学習の進め方」として整理し，単元の学習の進行に沿って，順を追ってわかりやすく丁寧に解説しました。
	●3年p.102「明かりがつくもの・つかないもの」の考察

4年p.4「1年間続けて観察する」ための計画

5年p.8「種子が発芽する条件」の計画

6年p.86「月の形の見え方と太陽」の考察　など

●5年「1.植物の発芽と成長」，6年「1.ものが燃えるとき」

	
	■記録の整理と表現

・観察・実験の結果を表やグラフに整理したり，そこから考察・発表する活動を充実させました。
・予想や考察で，自分の考えを図を用いて表したり，理科用語を使って表現する場も設定しました。
	●3年p.128「同じ体積のものの重さ調べ」の結果の整理

4年p.30-32「1日の気温の変化」の記録と整理

5年p.87-94「もののとけ方」の記録と整理　など

●4年p.70「とじこめた水のせいしつ」の考察

5年p.70「流れる水と地面のようす」の考察

6年p.68-70「とけた金属のゆくえ」の予想・計画～考察　など

	
	■コミュニケーション能力の育成

・「力だめし」では，理由を説明する問題やキーワードを使って記述する問題も，多く用意しました。
・5・6年では，「理科の広場（科学読物）」の設問（　マークで記載）で，資料の読み取りや自分の考えの表現を促しました。
	●3年p.121「8.じしゃくのふしぎをさぐろう」

4年p.137「9.水のすがた」

5年p.131「9.ヒトのたんじょう」　などの力だめし
●5年p.29「魚の食べ物とかんきょう」

6年p.79「雨水を調べてみよう」

6年p.135「生活に使われる電気と地球温暖化」　などの理科の広場

	２．基礎・基本の確実な習得と定着を図るための配慮はされているか。
	■復習と確認「思い出してみよう」

・適宜「思い出してみよう」を設け，学年間・学年内の既習事項を確認できるようにしました。
・特に，今回の学習指導要領から3～6年のすべての学年で扱うことになった電気の学習については，4～6年の電気の単元の導入場面で，前学年までの復習を「半裁折込」を用いて丁寧に扱いました。
	●4年p.29気温，6年p.34でんぷんとヨウ素液 などの確認
●4年p.14，5年p.98，6年p.130　電気の単元の導入場面

	
	■単元末のまとめ「学習をまとめよう」

・各単元末には，「学習をまとめよう」を3年から設け，その紙面を参考に自分なりに工夫し，わかりやすいレポートにまとめる習慣付けができるようにしました。

・単元を振り返り，教科書の「学習課題（？マーク）」を引用してまとめるよう呼びかけることで，児童が自分の力で無理なくまとめられるようにするとともに，まとめ方のポイントも，注記で示しました。
	●3年p.30以降の各単元末「学習をまとめよう」

	
	■用語の定着「言葉のチェック」「さくいん」
・「学習をまとめよう」の中に，全単元で「言葉のチェック」欄を設け，科学的な用語が確実に定着するようにしました。

・さらに，各学年巻末には「さくいん」を掲載して，重要な用語を，1学年を通していつでも参照できるようにしました。
	●3年p.30以降の各単元末「言葉のチェック」
●各学年巻末「さくいん」　3・4年「回路」，5年「水よう液」，6年「酸素」　などの用語

	
	■基本事項の定着「たしかめ わかるかな」「力だめし」

・単元途中に，基本事項を定着させ，つまずきを早期に防ぐ「たしかめ わかるかな」を設けました。
・各単元末には，学習内容の定着を図る「力だめし」を新設し，自己確認・自己評価ができるようにしました。特にステップ１は基本事項の確認，ステップ２は活用・応用としました。
	●3年p.116　印のない磁石の極

4年p.20　モーターカーの動く向きと速さ

5年p.72　流水実験の思い出し

6年p.124　実験用てこのつり合い　などのたしかめ
●3年p.105「7.電気で明かりをつけよう」

4年p.107「7.ものの温度と体積」

5年p.97「6.もののとけ方」

6年p.91「6.月と太陽」　などの力だめし

	　
	■レポート作成力の育成

・3年では，「きろくのしかた」「きろくのまとめ方」を，学習の進行に合わせて，丁寧に示しました。また，各学年とも，具体的なポイントを児童が参照できるように，記録カードの例を多く紹介しました。
・各学年初出の実験では，「わたしのレポート」を設けて，基本的なレポートのかき方を示しました。
	●3年p.7「きろくのしかた」，p.16「きろくのまとめ方」

3年p.22-27「チョウを育てよう」の記録カード　など

●3年p.44，4年p.18，5年p.9，6年p.10「わたしのレポート」

	
	■生活科との関連

・3年では，生活科での活動や体験を活かして理科の学習に入れるようにしました。
	●3年p.4 自然の観察，p.40 風やゴムで動くおもちゃ　など

	
	■算数との関連

・算数で学習する内容を，必要な箇所で丁寧に紹介するとともに，関連が特に深い箇所には，「えんぴつくん」（算数教科書掲載）を登場させて，算数でも学習する内容であることを明示しました。
	●3年p.34 棒グラフのかき方

4年p.31 折れ線グラフのかき方

5年p.118 平均　など

	３．学習の有用性を感じ，興味・関心をもって学習を進められ，活用・探究へと深める工夫はされているか。
	■豊かな感性をはぐくむ「巻末資料集」
・各学年に「巻末資料集」を設け，学習したことを豊富な資料を通して一般化し，自然の多様性と共通性を感じることができるようにしました。
	●3年p.138-143「生き物しりょう集」

　4年p.152-157「天体しりょう集」

　5年p.132-151，6年p.152-169「地域資料集」

	　
	■日常生活へ広げる「理科の広場」，未来への夢をはぐくむ資料

・身近な生活に関連した話題を紹介し，理科を学習する意義や有用性を実感できるようにしました。
・さらに，6年巻末では，理科で学習したことを応用した科学技術を紹介し，未来への夢をはぐくみました。
	●4年p.105「火災報知器のしくみ」 など
●6年p.170-171「自分の生活をふり返ってみると」

	　
	■単元末の活用・応用コーナー「チャレンジ」
・単元の学習を受けて，習得した知識や技能をさらに活用・応用する活動を，時期を逃すことなく実施できるよう，各単元末に紹介しました。
	●3年p.39「植物の根・くき・葉」

4年p.73「ペットボトルロケットを飛ばそう」

5年p.19「土を使わない水耕さいばい」「自然の土にふくまれるもの」

6年p.19「炭焼き」「金属は燃えるか」　などのチャレンジ

	３ 内容の選択・扱い
	
	

	観点
	啓林館の特色
	具体例

	１．学習内容は，児童の直接体験を重視して，適切に扱われているか。
	■直接体験を大切にした展開

・学習指導要領に新しく取り入れられた内容についても，児童が十分な直接体験を行いながら学習を進められるような展開としました。
	●6年「6.月と太陽」　4年生での月の学習を受けたモデル実験や観察から導入し，資料学習へと進む展開としました。

●6年「9.発電と電気の利用」　児童が体感できる発電から導入し，最後に「電気の変かんと利用」で生活とのつながりをまとめる展開としました。

	２．生命を尊重し，自然を愛する心情を育むことができるか。
	■活動時の細やかな配慮

・観察に必要な生物だけを採り，観察が終わったら元の場所に逃がすなどの配慮を呼びかけました。

・動物を観察する活動では，動物に対し，やさしく接することに触れました。

※生命を尊び自然を大切にする態度等については，「１ 理科の目標」－「１．教育基本法」の項をご参照ください。

※環境の保全については，「６ 今日的課題への対応」－「１．環境教育（ESD：持続可能な開発のための教育）」の項をご参照ください。
	●3年p.4，28　生物の採集時の配慮
●4年p.81　動物の観察時の配慮

	３．日常生活にかかわる内容を扱って，実感を伴う理解を図ることができるか。
	■理科と生活のつながりを実感できる豊富な話題

・単元途中の「理科の広場」などで，身近な生活に関連した話題を紹介しました。

・単元末の「力だめし」でも，身近な生活に関連した出題を心がけました。
	●3年p.129「1日の体重のへん化」，4年p.134「水道管のはれつじこ」，5年p.61「集中ごう雨」，6年p.127「てこで救われた命」　などの理科の広場
●3年p.93「6.光のせいしつ」，4年p.147「10.水のゆくえ」，5年p.79「5.流れる水のはたらき」，6年p.129「8.てこの規則性」　などの力だめし

	４．ものづくりでは，児童の知的好奇心を高めることができるように配慮されているか。
	■学習を実感できる「ものづくり」

・身近な材料を使った「ものづくり」を通して学習を進めたり，学習の成果を受けて「ものづくり」を工夫したりする例を，豊富に紹介しました。
	●3年p.42「風で動く車をつくろう」，p.132-137「おもちゃランドへようこそ」，4年p.83「うでのもけいをつくろう」，5年p.110-111「電磁石を使ったおもちゃづくり」，6年p.129「さおばかり」　など

	５．自然災害に関する内容は適切に扱われているか。
	■自然災害について考える内容を，具体的な情報とともに扱うことで，児童が問題意識をもち，自分のくらしとのかかわりや防災を意識することができるようにしました。
	●5年p.48-51「台風と気象情報」

●6年p.115「火山のふん火や地しんに備える」　など

	６．他教科や総合的な学習の時間との関連は図られているか。
	■社会科との関連

・方位については，社会科でも学習することを明示しました。5・6年の地域資料集では，地域の気候とくらしの関係や，地域の文化に関する内容も扱いました。

■総合的な学習との関連
・6年の環境の学習では，「バーチャルウォーター」「フードマイレージ」などの考え方も紹介し，総合的な学習との関連を図ることができるように配慮しました。
※算数との関連は，「２　創意工夫」－「２．基礎・基本」の項をご参照ください。
	●3年p.72-73「ほういじしんの使い方」

●5年p.136-137「雨・風・雪と向き合う地いきのちえ」　など

●6年「10.自然とともに生きる」　など

	４ 内容の構成・配列・分量
	

	観点
	啓林館の特色
	具体例

	１．教科書の構成は，教科の特性に応じて，効果的に設定されているか。
	■合冊

・地域の気象条件，生物の生育状況などに応じて，柔軟に学習活動を組み立てることができるように，3～6年とも，各学年1冊ずつの合冊としました。このことにより，関連する学習内容を，児童が1年間を通していつでも参照することができます。
	●4年　春・夏・秋・冬の自然，及び，生き物の1年間の学習で，他の季節を参照することができます。また，夏休み前後，及び，冬の星の学習で，いつでも「星座早見の使い方」を参照することができます。

●5年　インゲンマメやオモチャカボチャなどの植物の学習，メダカの学習，及び，台風や雲と天気の学習を，地域の気象条件や学校の状況，その年の台風の到来などに応じて，柔軟に単元を組み替えて実施することができます。

●6年　環境の学習で，関連する単元の学習を振り返ることができます。

	２．単元の構成は，系統性をふまえて組織的に設定され，上位学年や中学校との連携も配慮されているか。
	■単元の構成

・学習指導要領に示された内容の系統性をふまえて，児童が学年内・学年間の既習内容を活かしながら学習できるように，単元を構成しました。

・A区分とB区分を，紙面上部の色帯で区別しました。A，B各区分が，それぞれ中学校理科の第1，第2分野へと系統的につながっていくことを視覚的に表現したものです。
	●3年「5.かげのでき方と太陽の光」「6.光のせいしつ」　A・B区分に分けて，系統立てて理解できるようにしました。

●4年「9.水のすがた」「10.水のゆくえ」　A・B区分に分けつつ隣接させ，系統立て，関連付けて理解できるようにしました。
●6年第1・2・3単元　酸素・二酸化炭素に関連する内容を連続して設定し，効果的に学習できるようにしました。

	
	■上位学年との連携

・各学年の巻末には，学年末の振り返りと次の学年の紹介を掲載し，上位学年への期待感を高めるようにしました。
	●各学年巻末

	
	■中学校理科との連携

・特に6年では，適所に中学校理科とのつながりを示すマークを付し，さらに巻末で中学校理科の学習内容を紹介して，小中理科の円滑な連携を図りました。
	●6年p.19，29，41，91，127など　中学校理科関連マーク

●6年巻末

	３．単元の配列は，季節に応じて適期に設定され，単元間の関連付けにも配慮されているか。
	■単元の配列
・特にB区分の単元については，系統的な順序性を確保した上で，季節的な不都合が生じないよう，野外観察や飼育・栽培に適した時期に配当しました。
・A区分の単元についても，理科室や器具の使用が学年間で重ならないように配慮したり，水溶液の反応時間が短くなるよう，気温の高い時期に配当したりしました。

■単元間の関連付け

・各単元最初の見開きの右上に設けた「単元アイコン」コーナーでは，１年間の中での現在の学習地点を，児童が自ら認識できるようにしました。
	●3年「4.風やゴムのはたらき」　屋外で生物の観察がしにくい梅雨の時期に，室内で活動できるよう設定しました。
●4年「夜空を見よう」　夏休み前に星を扱う副単元を設定し，校外学習や家庭学習の機会を活かせるようにしました。

●5年「受けつがれる生命」　インゲンマメ・オモチャカボチャの栽培は春から夏，メダカの飼育は産卵しやすい時期の5～6月に配当しました。
●5年「4.雲と天気の変化」　児童の関心が高い「台風と気象情報」に続けて設定しました。

●6年「2.植物のつくりとはたらき」　光合成実験や蒸散実験を行うため，晴れの日が続く時期に配当しました。

	４．年間の標準授業時数で指導できるように構成されているか。
	■ゆとりをもった配当時数

・学習指導要領の内容・取扱いを十分に検討し，児童が自ら活動し，ゆとりをもって問題解決学習を行うのに適切な時数の配分としました。
・各単元末の「学習をまとめよう／力だめし」にも，すべて時数を配当しました。
	【 年間配当時数 】
3年（標準時数 90）：配当時数78，ゆとりの時間12
4年（標準時数105）：配当時数90，ゆとりの時間15
5年（標準時数105）：配当時数95，ゆとりの時間10
6年（標準時数105）：配当時数95，ゆとりの時間10

	
	■2学期制への対応

・「自由研究」をより一層充実させ，2学期制を実施する際のポイントとなる充実した夏休みの理科学習を可能にしました。また，合冊により，各学校の実情に合わせて，年間指導計画を柔軟に組み替えられるようにしました。
	●各学年「自由研究」　各4ページの紙面を割き，時間数も十分確保しました。
※2学期制と3学期制の両方に対応した年間指導計画案のExcelデータを，弊社ホームページ（http://www.shinko-keirin.co.jp/）にてご用意しています。

	５．基礎的・基本的な内容が定着し，適切な評価と支援が行われるように配慮されているか。
	■「たしかめ」「学習をまとめよう」「力だめし」

・単元途中の「たしかめ」にチェック欄を設け，早期に支援が行えるようにしました。

・各単元末の「学習をまとめよう」では，その単元の「学習課題」を引用してまとめ，学習を振り返ることができるようにしました。また，「言葉のチェック」「学習の感想」コーナーも設けました。

・学習内容の定着を図る問題「力だめし」を新設しました。ステップ１は基本事項の確認，ステップ２は活用・応用としました。
	●たしかめ　基礎的・基本的な知識・技能を中心に，時期を逃すことなく，早期に評価と支援が行えるようにしました。

●学習をまとめよう　3年生からの積み重ねにより，レポートをまとめる表現力や，学習の感想による情意面（関心・意欲・態度）の評価と支援も行えるようにしました。

●力だめし　特にステップ２では，新たに設けられる「思考・表現」の観点での評価と支援にも対応しました。

	６．児童の個人差に配慮して，個に応じた学習に対応できるように工夫されているか。
	■「わたしのくふう」

・児童一人ひとりの想いを大切にして学習を進めていくことができるように，観察・実験では基本的な方法に加えて，「わたしのくふう」などでさまざまな方法を例示して，自由な発想を促しました。
	●3年p.86　鏡ではね返した日光によるあたたかさを，さまざまな方法で比べられるようにしました。
●5年p.69　流れる水と地面のようすのモデル実験で，さまざまな観察・記録の方法を例示しました。

	７．発展的な学習内容が，無理なく適期に設定されているか。
	■「発展」
・ロゴを添えたわかりやすいマークで本文の内容と明瞭に区別しつつ，児童の興味・関心に応じて単元の学習内容をさらに深めたり広げたりできる内容を，単元途中の「理科の広場」，単元末の「チャレンジ」などで，適期に扱いました。
	●3年p.37「植物の根（ハマボウフウの根のはたらき）」，6年p.75「水よう液を混ぜ合わせると（中和）」，6年p.91「月食や日食が起こるしくみ」　など

●各学年裏表紙　「発展」の位置づけ・扱いについては，教科書の裏表紙に明記しました。

	５ 観察・実験などの活動
	
	

	観点
	啓林館の特色
	具体例

	１．見通しをもって，主体的に観察・実験を行うことができるか。
	■見通しをもって活動できる配慮

・観察・実験にあたって，児童の問題意識を大切にし，予想や計画を立てたり，自分の力で問題に取り組んだりできるように工夫しました。
	●観察・実験の結果・考察は，同じ見開きには示さず，ページをめくったところに掲載して，児童が自分で考えながら問題に取り組むことができるようにしました。

	　
	■児童が自ら活動できる配慮

・観察・実験にタイトルを付け，活動のねらいを明確にしました。また，手順の説明は，わかりやすく順を追って配置し，要点をつかめる写真やイラスト，記録カードを掲載して，主体的に活動ができるように配慮しました。
	●6年p.97　地層のでき方のモデル実験では，「あらかじめ水を少し入れておく」「れき・砂・泥が混ざった土を使う」「水を少しずつ流す」などのコツを明示するとともに，複雑な実験装置も，わかりやすい写真で一目で把握できるようにしました。

	２．安全面・衛生面に十分配慮し，確実に観察・実験を進めることができるか。
	■観察・実験における安全の徹底
・従来から高い評価をいただいている「みんなで使う理科室」を，4年に加え，6年にも設けて，理科室でのルールやマナーを身に付け，器具や薬品の扱いに習熟できるようにしました。

・各観察・実験では，「！マーク」の注意文のほか，「換気」「安全眼鏡」などの注意に，視覚的にわかりやすい共通のマークを新設しました。野外の活動や夜間の観察での注意，手を洗うなどの衛生面の配慮も，漏れなく示しました。
	●4年p.90-95「みんなで使う理科室 ～実験器具を正しく使おう～」　理科室で実験する際の心構えや器具の使い方，片付け方を丁寧に紹介しました。
●6年p.62-65「みんなで使う理科室 ～薬品や器具を正しく使おう～」　水溶液を扱うときの注意や器具の使い方を，詳しく解説しました。
●3年巻末「たんけんカード」，4年p.5「観察にあたって」　野外の観察での服装や注意，危険な生物を，まとめて記載しました。

	３．観察・実験などの数や程度は適切か。
	■発達段階に応じた観察・実験の設定

・児童が実感をもって問題解決学習を行うのに適切で，かつ，十分な技能の定着を図ることができる観察・実験の数としました。特に3・4年では，内容に応じてスモールステップに区切り，児童が理解しやすいようにしました。

・授業時間内で児童が主体的に実施でき，よい結果が得られる内容・手順としました。
	【 観察・実験・資料調べの数 】
3年　観察17，実験16，資料調べ0
4年　観察20，実験19，資料調べ1
5年　観察 8，実験16，資料調べ6
6年　観察 5，実験21，資料調べ10



●6年p.35-36　素早く簡単で，児童が抵抗感なく実験できるように，ろ紙に唾液をしみこませる方法を採用しました。

	●3年p.123　丈夫で秤量の大きいてんびんを掲載しました。

●5年p.108，6年p.139　出力が安定した電源装置を掲載しました。

	
	■栽培教材

・全国的に育てやすく，都市部の学校などで広い場所の確保が難しくても栽培でき，かつ，各学年の学習の目的に適した教材を採用しました。

・3～5年の主教材については，「いろいろな地いきでの育ち」として，成長の時期のめやすや全国各地での実際の栽培事例を，こよみの形式にまとめて紹介しました。

（■栽培教材　続き）
	●3年　丈夫で育てやすく，根・茎・葉や花と実がよくわかるホウセンカを主教材に，非常に丈夫で花期の長いマリーゴールド，大きく育つヒマワリを副教材に採用しました。
●4年　児童の興味を引く実が多数でき，プランター栽培も可能なヒョウタンを主教材に，食用になり暑さに強いツルレイシ（ニガウリ），大きく育つヘチマ，棚の設置が不要なヒマワリを副教材に採用しました。
●5年　夏休み前に受粉実験を実施でき，花が大きく観察・実験しやすいオモチャカボチャを主教材に，同時期に実験可能なヒョウタンを副教材に採用しました。自由研究や地域資料集にも，いろいろな花と花粉の資料を掲載しました。

●6年　光合成実験が特に実感できるジャガイモを主教材に，丈夫で育てやすいホウセンカや，5年生でも栽培するインゲンマメを副教材に採用しました。

	５．基本的な技能を習得できるように配慮されているか。
	■基本操作
・基本的な器具の使い方は丁寧に解説し，適宜「練習しよう」も設けました。
	●3年p.78-79 温度計の使い方，5年p.26-27 顕微鏡の使い方，p.152-153 上皿てんびんの使い方，6年p.64-65 ピペットの使い方 など

	６ 今日的課題への対応
	
	

	観点
	啓林館の特色
	具体例

	１．環境教育（ESD：持続可能な開発のための教育）について，適切に取り上げられているか。
	■環境教育（ESD：持続可能な開発のための教育）
・特に6年巻頭では，「命のつながりをみる」をテーマに，地球に生きるわたしたちと，大気や水，緑や生命とのかかわりを考える場を設けました。

・また，6年「地域資料集」では，全国の小学生による環境保護活動を紹介し，環境保護を身近に感じられるようにしました。

・各学年の「理科の広場」「チャレンジ」などでも，環境に関する話題や資料を，豊富に提供しました。
	●6年巻頭-p.5「命のつながりをみる」

●6年p.166-167「全国の子どもたちによるふるさとの自然かんきょうを守り育てる活動」

●3年p.88「日光のりよう（太陽熱発電）」，5年p.79「雨水をたくわえる（水源の森，雨水貯留浸透施設）」，6年p.59「水質調査（水生生物による水質調査）」 など


●3年p.11 自然の観察，4年p.5 デジタルカメラやビデオカメラを使った記録とコンピュータでの整理，5年p.60 インターネットを利用した気象情報調べ，6年p.36 消化と吸収についての資料調べ　など

	

	３．家庭学習への対応が図られ，理科好きな児童に育てる工夫がされているか。
	■家庭学習への対応
・各学年裏表紙に「保護者の方へ」のメッセージを掲載し，理科でつけたい力を伝えるとともに，理科の魅力を，家庭でも児童と共に感じていただけるようにしました。

・3・4年では，野外への持ち運びに適した「切り取り教具」を巻末に付け，校外学習や家庭学習の機会にも活用できるようにして，児童の関心を高めるよう工夫しました。

・各学年「自由研究」でも，豊富なテーマを例示するとともに，地域施設などの活用も紹介して，積極的に探究を進められるようにしました。
	●各学年裏表紙「保護者の方へ」
●3年巻末「たんけんカード」，4年巻末「光る星座カード」
●各学年「自由研究」

	４．道徳教育，国際理解教育への配慮は充実しているか。
	■人権の尊重

・男女の役割を固定せず，児童一人ひとりが主人公で，互いに協力しながら観察・実験を進めている写真やイラストを掲載しました。

・児童のイラストを描く際には，性別，人種，身体的特徴，さまざまな障害などに十分配慮しました。車椅子の利用の話題も，適所で紹介しました。
・国際理解教育の一環として，海外の話題を紹介し，外国人の児童と協力して活動する様子も紹介しました。

・弱視児童への配慮として，現行の教科書と同様に，拡大教科書も発刊予定です。

※真理を求める態度，働くことの意義の理解，公徳心の育成，伝統と文化の尊重等については，「１ 理科の目標」－「１．教育基本法」の項をご参照ください。
	●3年p.20，4年p.14-15，5年p.69，6年p.97など　男女の協力
●3年p.132-133，4年p.13，5年p.7，6年p.93など　児童のイラストの配慮
●4年p.71，5年p.112　車椅子の紹介

●3年p.47，4年p.67，132-133など　国際理解教育

	７ 地域性
	
	

	観点
	啓林館の特色
	具体例

	１．地域の自然環境や施設，人材を活かした学習ができるように配慮されているか。
	■地域の自然環境を活かした学習

・地域の特色を活かした学習を可能にする資料を充実させ，身近な自然に興味をもち，それを大切にする態度を育てるようにしました。
・栽培植物には副教材を豊富に紹介し，地域に応じた学習ができるようにしました。
	●3年p.138-143「生き物しりょう集」

●4年p.152-157「天体しりょう集」

●5年p.132-151，6年p.152-169「地域資料集」

	　
	■施設や人材を活かした学習

・図書館や科学館，博物館などの各種地域施設の活用，地域の人への取材などを積極的に取り入れ，地域に根ざした学習ができるように配慮しました。
	●4年p.46-49「自由研究」　地域の施設や観察会に出かけて自由研究を行うことを促し，さまざまな体験を通して児童の興味を広げるようにしました。
●5年p.150-151，6年p.168-169「地域の科学館や博物館を利用しよう」　各学年の学習内容とかかわりが深い地域施設を，全国各地から紹介しました。

	８ 表記・表現
	
	

	観点
	啓林館の特色
	具体例

	１．文章表現や用語の解説は，論理的でわかりやすく，正確か。
	■文章は論理的でわかりやすく，児童自らが学習を進める上で必要な情報・学習事項を正しく示しました。なお，3年の本文では，親しみやすい敬体文を用いました。
■理科用語は学術用語集などに従い，単位記号は，算数科との関連を考慮するとともに，国際単位系に準拠して，正しく扱いました。
	●すべての観察・実験において，結果は過去形（「～だった」など）で表記し，接続語を適宜挟んで（「このことから」「このように」など），考察・結論部分は現在形（「～がわかる」「～である」など）で表記するよう統一しました。
●単位記号… [image: image1.emf]，[image: image2.emf]，[image: image3.emf]　など


■本文には「教科書体」を採用し，習得すべき重要な理科用語は太字で記しました。その他の文章にも，点画の正しい「学参フォント」を採用しました。


	学参フォント…　[image: image4.jpg]


　（第2画と3画が正しく表現される）

	３．写真や図は鮮明で，学習効果を高めるように配慮されているか。
	■自然の素晴らしさを伝える鮮明な写真や，精密に描かれた自然や生物のイラスト，児童の目線で撮った写真や，活動が見える効果的なイラストを適所に配置して，児童の学習意欲を喚起することができるように配慮しました。
	●3年p.138-139　アオスジアゲハ，ナナホシテントウ，アブラゼミなどの生態を，美しく迫力あるイラストで表現し，学習意欲を高める紙面としました。

●4年p.74-75　児童自身が，校庭や公園でいきいきと活動している写真から，自分の体のつくりを調べる学習へと導入しました。

●4年p.144-145　自然の中で水が姿を変える場面を，精密でダイナミックなイラストと，鮮明な写真を組み合わせて表現し，資料性豊かな紙面としました。

	４．デザインやレイアウトは，わかりやすく見やすいものになっているか。
	■問題解決の流れ（学習課題，話し合い，観察・実験，結果・考察，たしかめ）を，わかりやすいマークとロゴで表記し，書き込み形式の表も随所に設けて，児童が学習しやすく，新任の先生や理科専科以外の先生にも，指導しやすい紙面としました。
■レイアウトは，順序性や対比に配慮し，落ち着いた色彩としました。
	●5年p.7-11，6年p.7-11「学習の進め方」　実際の単元の進行に沿って，問題解決の流れを紹介できるよう，傍注形式を採用しました。

●各学年表紙は，理科に対する期待感をもち，教科書を開いてみたいと思わせる魅力あふれるデザインとしました。

	　
	■色覚の特性や弱視児童への配慮
・カラーユニバーサルデザインの観点から，色覚の個人差を問わず，すべての児童が支障なく学習できるように，配色・表現を配慮しました。

・弱視児童への配慮として，現行の教科書と同様に，拡大教科書も発刊予定です。
	●危険防止の注意マークと文字色に「赤」よりも目立ちやすい「朱赤」を採用，
見分けやすい配色（朱赤－黒）の導線を採用（3年p.94-95ほか），
見分けづらいリトマス紙等に色名を付記（6年p.74ほか） など

	９ 印刷・造本
	
	

	観点
	啓林館の特色
	具体例

	１．印刷は鮮明か。
	■写真やイラストは，色や質感の再現を重視するなど，鮮明な印刷となるようにしました。
	●3年巻頭　ノコギリクワガタの微妙な色合いや質感，光沢までを忠実に再現し，理科学習の第一歩にあたって，鮮明な印象を与えられるようにしました。

	２．文字は読みやすいか。
	■発達段階に合わせて文字の大きさを変え，文字間や行間も読みやすく設定しました。また，文章の位置付けに応じて，それぞれ最適な書体を採用しました。
	●危険防止の注意文は，朱赤のゴシック体で太字として，はっきりと目立つようにしました。

	３．耐久性は十分か。
	■印刷の鮮明度と軽さを両立させ，かつ児童の長期の取り扱いに耐えうる丈夫な用紙を用い，堅牢な造本をしました。
■表紙は汚れにくく，丈夫で，美しいものにしました。
■屋外に持ち運べる切り取り教具は，印刷面を保護するとともに，水に強い加工を施しました。
	●折込用紙は，折りたたみに耐えるよう，特に丈夫な用紙を用いました。

●表紙と切り取り教具は，折り曲げる部分に「スジ入れ加工」を施し，閉じ開きがスムーズになるようにしました。

●4年巻末「光る星座カード」では，蓄光インキを保護するために，特に丈夫な加工を施しました。

	４．造本上の工夫はされているか。
	■児童の手の大きさに馴染む取り扱いやすさや，登下校時の持ち運びの負担，小学校の机上のスペースに配慮して，教科書サイズをB5定型判としました。

■見やすく開きやすい「あじろ綴じ」を採用しました。

■児童が効果的に学習できるように，折込を適所に配置し，巻末には切り取り教具を用意するなど，造本上の工夫を行いました。
	●B5定型判と軽量な用紙の採用により，1冊あたりの重さを300～350g程度に抑えて，児童の取り扱いや持ち運びに，負担にならないようにしました。
●折込を広げた場合の机上のスペースにも配慮して，4～6年の電気の単元では，見やすく扱いやすい「半裁折込」を採用しました。

●切り取り教具では，十分な情報量を掲載できるよう，B4判の2つ折としました。

	５．環境への配慮はされているか。
	■再生紙と植物油インキを使用して，美しい紙面を保ちながらも，環境に対して十分に配慮しました。
	●再生紙と植物油インキの使用については，各学年裏表紙に明記し，児童の環境への意識を高めるようにしました。


































































































